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各
産
業
の
学
部
、
修
士
、
博
士
の
内
訳
（
二
〇
一
六
年

度
卒
業
）
を
見
る
と
、
建
設
業
（
学
部
八
七
・
六
％
、
修

士
一
二
％
、
博
士
〇
・
四
％
）、
製
造
業
（
六
六
％
、
三
二

％
、
二
％
）、
電
気
・
ガ
ス
等
（
六
二
・
八
％
、
三
六
・
四

％
、
〇
・
八
％
）
で
あ
り
、
建
設
業
の
修
士
、
博
士
の
割

合
が
低
い
。
企
業
の
採
用
数
が
少
な
い
の
で
、
当
然
、

博
士
進
学
者
も
少
な
く
な
る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。
大

学
側
の
問
題
も
あ
る
が
、
筆
者
が
気
に
な
る
の
は
、
建

設
業
が
博
士
を
求
め
て
い
な
い
（
研
究
バ
カ
は
い
ら
な

い
）
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
大
学
と
企
業
と
の
認
識

の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
と
思
う
。
博
士
取
得
は
研
究
バ

カ
へ
の
入
口
に
過
ぎ
ず
、
博
士
取
得
＝
研
究
バ
カ
で
は
、

必
要
不
可
欠
な
人
材
で
あ
る
研
究
バ
カ
（
褒
め
言
葉
）

に
失
礼
で
あ
る
。
博
士
教
育
の
成
果
と
は
、
学
部
、
修

士
で
は
体
験
で
き
な
い
、
高
度
な
問
題
解
決
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
に
あ
る
。
早
く
企
業
に
就
職
し
、
実
践

を
通
し
て
問
題
解
決
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
こ
と

は
理
解
で
き
る
が
、
問
題
の
対
象
や
、
解
決
す
る
方
法

論
が
大
学
と
企
業
で
は
根
本
的
に
異
な
る
。
企
業
で
経

験
で
き
る
こ
と
は
四
〇
年
以
上
も
あ
る
が
、
大
学
で
の

経
験
は
、
卒
論
か
ら
カ
ウ
ン
ト
す
れ
ば
、
博
士
卒
で
も

六
年
と
極
め
て
短
期
間
で
あ
る
。
わ
が
国
は
、
様
々
な

社
会
的
な
課
題
を
抱
え
た
課
題
先
進
国
と
も
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
欧
米
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
的
な

技
術
開
発
で
は
な
く
、
今
後
の
技
術
開
発
・
展
開
で
は
、

多
様
な
人
材
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
博
士
取
得
者
が

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
。
建
設
業
に
は
、
博
士
取
得
者

の
積
極
的
な
採
用
を
期
待
し
た
い
。

㍑
十
数
円
で
、
何
処
で
も
入
手
可
能
で
、
年
間

三
、〇
〇
〇
万
㌧
以
上
の
廃
棄
物
を
利
用
し
、水

の
次
に
世
界
で
消
費
さ
れ
て
い
る
材
料
、
そ
れ
は
、
筆

者
の
研
究
対
象
で
も
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。
大
量
に
使

っ
て
い
る
が
、
未
だ
に
、
論
文
が
年
間
六
〇
〇
件
以
上

（
某
国
内
学
会
の
み
）
発
表
さ
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。

　

さ
て
、
現
在
の
国
家
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
生
産
性
革

命
を
受
け
、
建
設
分
野
で
はi-Construction

へ
の
本

格
的
な
転
換
を
め
ざ
し
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
は
、

規
格
の
標
準
化
、
全
体
最
適
設
計
、
工
程
改
善
等
の
取

組
み
方
針
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
根
本
的
な
解
決
に

至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
多
く
の
工
程
が
技
能
者
の

経
験
に
依
存
し
て
お
り
、
生
産
性
向
上
の
キ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
で
あ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
人
工
知
能
等
を
活
用
で
き
な

い
た
め
で
あ
る
。
解
決
す
る
に
は
、
施
工
段
階
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
振
る
舞
い
を
物
理
（
化
学
）

的
に
解
釈
し
、
理
論
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
筆
者
の
一
つ
の
研
究
課
題
に
掲
げ
て
、
学
生

と
と
も
に
挑
ん
で
い
る
。
過
去
の
研
究
者
も
挑
ん
で
き

た
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
解
決
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
も
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

腰
を
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
大
学
が
対
象
と

す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
幸
い
、
筆
者
の
研
究
室
に
は
、

博
士
後
期
課
程
の
学
生
が
二
名
在
籍
し
て
お
り
、
内
一

名
の
学
生
が
修
士
・
学
部
生
と
協
力
し
て
、
こ
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
博
士
後
期
課
程
の
学
生
が
い
て

く
れ
る
こ
と
は
、
本
当
に
「
幸
い
」
で
あ
る
。

　

産
業
別
就
職
者
数
（
学
校
基
本
調
査
）
を
活
用
し
て
、
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高度な問題解決能力を有する博士を
活用する成熟した産業への転換
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